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平成2年度一平成24年度
副校長風間重利
福井大学で開催された「福井ラウンドテー ブル2015springsessions」で「学校：子どもたちのコ
ミュニティを支える教師のコミュニティー子どものこと，授業のことを語り合える組織づくり－」とい
うテーマを与えられ，事例発表を行ったのは平成27年2月28日だった。
その発表内容は金沢大学人間社会学域学校教育学類附属高等学校が創立以来，典型的な国立大学附属
高等学校として大職員室体制を取らず教科別研究室（平成15年独立法人化以前は「教科別教官室｣）体制
を取ってきたこと，その教科別研究室体制の長所と短所，その長所を守り，短所を克服するために最近
2年間（平成25年度・26年度）管理職としてどう考え，どう動いてきたかを述べるものであった。
今回は，その2年間の管理職勤務の背景となる本校の歴史について，記述の対象を平成2年度一平成
24年度に区切って，私なりにまとめる。平成28年度で本校勤続27年，平成29年3月には定年を迎える私
なりの金沢大学附属高等学校史を残す。可能ならば，平成28年度紀要に副校長勤続4年間（平成25年度
一平成28年度）の記録を残して学校を去りたく思っている。
平成2年度
新任教員から見た附属高校
最初に平成2年当時の話から始めることにする。
石川県金沢市内のある私立高等学校に10年勤務し
た後，私が国立金沢大学教育学部附属高等学校国語
科教諭として赴任したのは平成2年4月。その年に
副校長に就任したT先生の後任であった。
赴任した当初は，カルチャーショックの連続。特
に新鮮だったのは，教科別教官室体制。金大附属高
校にはいわゆる「職員室」（全教員が校内で一緒に過
ごす場所）が無く，有るのは教科別に3，4人の教
員が分散して過ごす教官室（英語・数学・国語・社
会･保体）5室と1人l部屋で過ごす準備室（物理・
化学・生物）3室，保健室l室，そのほかに副校長
以下部主任4，5人が控える教務室l室。教官室・
準備室・教務室のスペースは，普通教室の半分から
3分の1程度の広さ。どの教官室・準備室も部屋の
両側の壁面全体に据え付けの大型書棚が設置され，
小規模な大学の研究室並みに研究資料，設備が完備
していた。同教科教員と少人数で充実した研究資料
に囲まれて快適に過ごせる教官室。教科研究をする
には理想的な環境。その上，副校長T先生と国語科
主任M先生からの至上命令は「3年間は只管教科教
育の勉強すること」であった。
以前の職場では殆ど生徒指導・クラブ活動指導等
に忙殺され，職員室で放課後，授業準備をしている
ことにも後ろめたさを感じる日々・教科教育研究を
至上命題とされ，研究するには理想的な教官室を与
えられる。以前の教員生活との余りの違いに驚くと
言う以上に，非常な喜びを感じたことは今でも鮮明
に記憶にある。
附属高校生活に慣れていくうちに分ったことは，
この学校では原則，定年退職以外に異動と言うこと
がないこと。定年以前に異動・退職を希望する者が
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いない。他校で相当の教職経験を積んだ後，定年ま
で教職経験を積み重ねる金大附高教員は，各自が金
大附高の学校運営を知悉している。故に一々書面に
記された取り決めが無くても（書面上の取り決めを
持ち出さなくとも）各自が今，何をなすべきかを理
解している。「阿畔の呼吸」「以心伝心」で学校が運
営されている。稀に新人が加入しても，新人を相当
の教職経験者と見なし，組織的・総合的な研修・説
明を行う習慣が無い。
「分らないことが有れば聞いて下さい」という対
応･尋ねると，先輩は丁寧に教えてくれるが，尋ね
る相手が変わるとその答えも微妙に違う。要は文章
による取り決めが少なく，黙っていれば「分ってい
る」ものと見なし，殆ど干渉しない。基本的に「習
うより慣れろ」の組織。このような体制は，異動が
しばしば繰り返される学校では基本的に不可能。同
一校に長期勤続する「教員の均質性」が前提にあっ
て初めて可能な体制であった。
しかし，私の赴任した年から副校長に就任したT
先生の「本校には大職員室が無いので，教員間の意
思の疎通の円滑化を図る必要がある」との方針のも
と，平成元年まで隔週開催であった職員会議（当時
は「教官会議｣）が毎週開催となった。以前の勤務校
では毎月1回開催の職員会議が，一挙に4倍の頻度
に。また，その毎回の会議が長くなりがち。それま
で私の経験して来た職員会議は上意下達型。質問は
受けるが，各自の意見は求められないもの。
金大附属高校の職員会議では，ちょっとした伝達
事項に対しても，誰でも自由に自己の経験をもとに
意見を述べる。それが引き金になって次々に他の教
員も自己の経験をもとに意見を主張しだし，職員会
議が自然と長くなる。余所者の立場では「もう議論
はいいから早く結論を出して」と思うこともしばし
ば。しかし，職員会議が毎週長くなっても，職員か
らは特に不平が出ない。「自由な議論」を尊ぶ（楽し
む？）校風，伝統をずっと職員が大切にしてきたか
らだと次第に分ってくる。各自の学校運営に関わる
意見は，各教員の附属高校経験に裏打ちされた記憶
によって成り立っている。この学校の教員たちは自
己の経験・記憶に基づく学校理解を披歴し合い，自
由に議論し，その学校理解をその都度全教員で確認
し合い，学校運営をしている。教員に求められてい
るのは，上司の指示に従うことではなく，それぞれ
の附属高校体験に基づく「自身の附属高校解釈を述
べること」「他教員の附属学校解釈と重ね合わせな
がら附属高校教員としてのアイデンティティを高め
ていくこと」であったと思う。
その他，着任早々の記憶で印象的だったことは，
「昼食は出来る限り会議室で取るように」との管理
職はもとより先輩・同僚たちからの助言とも指示と
も取れることば。「会議室」は附属高校校舎内で最
大の教員スペース（普通教室l室分)。昼食を会議
室で取れば他教科教員，各クラス，生徒個人につい
ての情報が聞けるからという理由だった。教員同士
が，昼食をともに取らないと学校の中で起こってい
ることが良く伝わらないという話が，何とも奇異に
思えた。それを大問題と考えるなら，大職員室を作
れば簡単，しかし，5分も有れば全校舎を巡回でき
るような小規模校。全校生徒360人強，9クラスの
学校で，全クラスの教科担任を務めていた私は，必
要な情報の収集に不足を感じることがない。学校運
営について聞きたければ生き字引のような同教科の
ベテラン教員に尋ねれば何でも丁寧に教えてもらえ
る。当時は教科別教官室体制が本校の他校にない優
れた特質，「教科別教官室体制こそが附属高校」とい
う了解が全教員には有り，意志疎通，情報交換機能
を高めるための大職員室などというアイデアは影も
形も無かった。必要性が感じられなかった。
私としては，大規模校の大職員室で常に管理職，
各部主任や多くの同僚の目にさらされ，校内で時々
刻々と生じる事件・事故の情報が集中する職員室の
慌ただしさ，落ち着きのなさ，複雑な職員問の人間
関係，知らなくて良いこと，知りたくなかったこと
まで分ってしまう不愉快さから解放され，教科別教
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官室という少人数の同教科教員と意見を交わしなが
ら落ちついて教科研究に没頭できる環境への変化を
大きな喜びと感じていた。
当時の私は，「昼食は会議室で」の指示･助言に誠
実に対応せずに過ごしてしまった。
平成3年度一平成25年度
年表風私的附属高校スケッチ
平成2年当時の話はここまでにして，以後平成24
年度までの金大附属高校の主な動きと私の勤務状況
を年表風にスケッチしておく。
l平成3．4風間45回生担任拝命（以後平成
6年3月まで)。
2平成4．4「新教科：国際・文化科の導入を考
慮した教育課程の検討」で文部省研究開発学校。
3平成5．9現地学習の目的地を国内から国外
（北京）に変更し，実施。
4平成9．1～2新入試制度による入試始まる。
5平成9．4風間51回生担任拝命（以後平成12
年3月まで)。
6平成10･7現地学習の目的地を北京からシド
ニーに変更し，実施。
7平成14．7現地学習の目的地を国外（シド
ニー）から国内（北海道）に変更し，実施。
8平成15･4文部科学省「学力向上フロンティ
アハイスクール事業」で研究開発校指定。
9平成16･4国立大学独立法人化に伴い，国立
大学法人金沢大学教育学部附属高等学校となる。
10平成18．4風間60回生学年主任拝命（以後平
成21年3月まで)。
ll平成18．8校舎増改築のため，金沢大学旧工
学部に移転。
12平成19･3校舎増改築完成により，平和町に
戻る。
13平成19･7東京現地学習実施。
14平成19･10創立60周年記念式を挙行。
15平成20．4金沢大学の再編に伴い，校名が金
沢大学人間社会学域学校教育学類附属高等学校
となる。
16平成21．4風間総務部会計拝命。
17平成22．3現地学習の目的地を国内から国外
（台湾）に変更し，実施。
18平成22．5有朋館（創立60周年記念会館）の
竣工式を行った。
19平成22･4風間総務部主任拝命（以後平成25
年3月まで)。
20平成24．4学校改善プロジェクト教育研究ス
タート。
以上の年表風スケッチを元に，私にとって印象に
残るいくつかの事件を要約しながら，近四半世紀の
私的金大附属高校史を編んでみたいと思う。
平成16年度
全ての始まり国立大学独立法人化
最初に本校の最近四半世紀で最大の事件（スケッ
チ9）「国立大学独立法人化」について私なりの要
約をしておく。
「名目的に国家公務員の資格を失っても実質的な
待遇は殆ど変わらない」という理解で迎えた平成16
年度であったが，その2年ほど前から教職員組織は
大揺れとなり，一気に流動化していった。
平成15年度末に平成16年度金沢大学独立法人化後
の県教委と附属高校との「人事交流に関する覚書」
が大学と県教委の間で交換された。
県教委から出た覚書では，平成15年度末現在，附
属高校職員の中に17名の人事交流者がいるとの認識。
学校の中に激震が走った。確かに石川県公立学校教
員経験者は当時本校に17名在職していたが，各教員
には人事交流で赴任しているとの意識は無く，全て
大学採用教員の認識だった。県教委は附属高校在職
6年を過ぎた者（在職20年以上の者）も，以後3年以
内であれば公立高校復帰を認めるとの発表だった。
公立高校教員に復帰する希望が有れば17人まで県教
委は附属高校から教員を引き取る用意があるとの発
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グループ毎のフィールドワーク，英語による現地の
人々とのコミュニケーション活動への挑戦を行った
のがシドニー現地学習であった。
このシドニー現地学習の計画策定から実施までに
私は51回生担任として関わる機会を持った。この現
地学習計画を入学早々の51回生とその保護者に公表
した時の生徒・保護者からの反響は素晴らしかった。
高校在学中に英語によるコミュニケーション活動を
含むシドニーでの異文化体験が出来ることは当時の
生徒・保護者に非常に魅力的な取組として受け入れ
られた。
この先進的なシドニー現地学習は，平成10年以来
生徒・保護者から絶大な支持を受けながら，平成14
年に突然中止に追い込まれた。前年にアメリカで起
こった9･11テロが中止の原因であった。テロ事件
を引き起こしたアルカイダが日本国，オーストラリ
ア国もアメリカの同盟国として標的とすると宣言し
た時点で，「シドニー現地学習中止やむなし」との決
断をせざるを得なくなった。学校長からシドニー現
地学習中止を指示された55回生担任団が生徒・保護
者にシドニー現地学習中止を伝えたことは痛恨の出
来事だった。中止を伝えられた生徒・保護者の
ショックは甚大なものであった。結局，55回生の現
地学習の目的地は北海道に変更された。55回生の間
では今でもシドニーへ行けなかったことへの無念さ
が，機会あるごとに語り続けられている。
昭和60年代から平成13年までの本校の現地学習へ
の取組には，全く他に追随を許さぬ勢いが有り，先
進的な挑戦の連続だった。
しかし，平成16年度以降，本校現地学習はほぼ
「沖縄」をフイールドとする企画に落ちつく。それ
とは反対に県内・全国の高校の間では韓国・台湾・
東南アジアなど海外をフィールドとする修学旅行が
普通に実施されるようになる。以後，本校では，「現
地学習」の特別な魅力・独自性を対外的にアピール
出来なくなった。
9．11以後の世界情勢の中で生徒の安全性を最優
先した判断は当然の事であったが，以後平成23年3
月実施の第1回台湾現地学習（62回生2年次）まで
10年間，学校として生徒を海外に連れ出し，異文化
の中で課題学習，フィールドワークを行わせる機会
を断念したことは，国際化・グローバル化が急速
に進む世界的情勢の中で，本校としては「らしくな
い」異例の消極的な対応だった。この金大附属高校
としては異例な消極的時代が，ちょうど国立大学独
立法人化，本校の校舎増改築問題の時期とぴたりと
重なっている。それまで何事においても挑戦的，積
極的であった学校が，一転して全てに守りに入って
行った時代，「内向き」になって，学校としての魅
力・特色を失っていく時代であった。
平成23年に復活した海外をフィールドとする現地
学習「台湾現地学習」は平成28年3月実施で6回を
数えることになる。現在，現地学習のフィールドを
台湾とすること自体には特に新鮮味はない。
しかし，本校の台湾現地学習には，生徒が小グ
ループに分かれ，各グループが取り組んでいる課題
ごとに台湾師範大学生とともに台北市内に出て，市
民に聞き取り調査を行ったり，台湾師範大学および
その附属高級中学校と連携して，日台の文化を英語
で語り合い，議論するラウンドテーブルなどを実施
すると言う他に類が無い企画が含まれており，全国
的にも注目される海外現地学習になっている。久し
ぶりに本校がこの現地学習分野で，全国高等学校の
トップを再び走り始めていることを私としては非常
に心強く思っている。
私的体験に基づく回生担任制度の変遷
(1)45回生
次に私の附属高校での回生担任（クラス担任）と
しての四半世紀について，スケッチ風年表1．5．
10･11･12．13･16･19･20をもとに要約してみる。
私の附属高校生活にとって最大の事件は，45回生，
51回生,60回生のクラス担任経験であった。クラス
担任となることは全ての教師にとって非常に大きく
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少し指導すると部員は指導に対する理解力が高く，
明らかに才能のある生徒もいる。部活の指導が楽し
くなってきた。ところが，その私の様子を見ていた
M教科主任が「今あなたの最優先事項は教科研究。
クラブ活動は生徒が自主的に取り組むもの。一々教
員が指示を出して行わせなくて良い｡」との忠告を
受けた。一瞬訳が分からなくなる。「クラブ活動の
指導力が教師の指導力」とそれまで思っていた自分
の理解がひっくり返された。「附属高校生がまず教
師に求めていること，教員集団が個々の教員にまず
求めていることは深い教科研究に基づく教科教育力。
教科教育の実力を高めることが先決。勘違いをして
はいけない」との忠告。非常にカチンと来た。道を
間違ったかと思う。しかし，その後，クラブ員から
「もう少し自由にやらせてほしい。今までの自分た
ちのやり方が有る。息抜きのクラブ活動が有っても
良いのでは」との意見が寄せられ，頭を切り替え，
直接コートに出ての部活指導は，公式試合の直前や
生徒から要望が有る時に行う方針に変更。近年，金
大附属高校教員の部活動に対する考え方が「人格・
人材形成の一環」との立場に徐々に変わり，教員の
部活動指導の重要性が強調されるようになったこと
には隔世の感が有る。
45回生担任としての3年間は，それ以前に経験し
たことのない自由な環境で，細々とした生徒指導や
土・日も無い部活動指導に追われることも無く，思
う存分，教科教育研究に打ち込めた時間だった。そ
れまでの，生徒指導，部活動指導中心，授業のため
の教材研究は指導書に目を通す程度という生活とは
全く異なる生活に，教師として生まれ変わっていく
強い充実感を覚える日々・
大学時代以来遠ざかっていた近・現代文学，翻訳
文学，古典文学を読み漁る日々，如何に何も知らず
に生徒の前に立っていたかが分る日々。今の自分の
授業は以前の授業とは違うと自覚できるようになる
日々 ・
が，そのような充実した生活の中で今でも心に残
る痛恨事が二つある。
その一つは，自身のクラスから自主退学者を出し
てしまったことである。附属高校教員が日常的に
細々とした生徒の生活指導に悩むことは他校の教員
と比較して圧倒的に少ない。しかし，だからと言っ
て生活指導が皆無かと言えば全くそうではなかった。
入学当初から不登校に陥る生徒がいたり，保護者と
の関係で自傷行為を繰り返す生徒がいたり，自身の
学力に自信を失い無気力状態になったり，自暴自棄
になる生徒が出たり。3年間を通して担任として
ずっと心に傷を負った生徒に寄り添い，支えていく
対応は，生徒を規則で秩序づけ，違反者には学校内
規に基づく罰則を以て段階的に指導する，担任とし
ての生徒との付き合いは原則1年間という普通の学
校の担任の仕事とは全く別の困難があった。
附属高校生が心を病む原因の多くは「自己に対す
る周囲の高度な期待に応えられなくなった自責の
念」「自ら誇っていた自己の能力への絶望」「自分の
望まない進路を周囲から強制される抵抗」などが入
り交ざったものである。（この四半世紀，本校生徒
の不登校，学校不適応の原因は殆ど変っていない。
本校は伝統的に生徒が他者を受け入れる許容量が大
きく，相手が自分と異質だからと言って拒絶する
「いじめ」などは起こりにくい｡)
生徒が，一旦自信を失い，心境が落ちこむと，
ちょっとやそっとでは自責・絶望・怒りの穴から抜
け出すことはできず，どんどん深みに落ちていく傾
向が有る。学年主任からは「附属高校教員が最もエ
ネルギーを費やすのは，大学受験指導のように思わ
れているだろうが，実際一番大変なのは，不登校や
学校不適応に陥った生徒とその保護者を卒業までサ
ポートし続けるこどだ｡」と常々言われていた。数
学科主任U先生からは「学校の性格上，どれだけ指
導に気を配っても各回生で不登校生，不適応生徒は
必ず出る。不登校生・不適応生徒への対応は本校教
員の運命だ｡｣とも聞いていた。事態は全くその通り
だった。
－8－

を根本的に変えるための3年間の告知期間の最終年
度。旧入試制度では，「附属中学校｣から学校長推薦
と学力検査の二段階選抜，「その他県内中学生」は中
学校長推薦のみで選抜を行う制度。新入試制度では，
「附属中学校」・「その他県内中学校」ともに中学校
長推薦と学力検査の二段階で選抜を行うことになっ
ていた。「その他県内中学校」生徒に学力検査受検
の機会を初めて与える制度変更で，中学校長推薦が
無ければ入学する機会が与えられないことに強い不
満を持っていた中学生やその保護者の要望に応える
制度変更。当時，高校入試を多段階にしてより多様
な生徒を受け入れるよう国立大附属高校に求めてい
た文部省からは優れた入試制度変更として高い評価
を受けた改革であった。
51回生担任団は新入試を初めて実施する学年担任
団として，新入試の県内中学校向け説明会や新入試
実施のための準備・点検作業に追われた。
この新入試制度を実施した結果，附属中学以外の
県内中学から初めて学力検査のみで自力で入学を勝
ち得た暹しい生徒が新たに加わり，51回生は明るい
雰囲気を持った回生として，教科学習，生徒会活動，
学校行事等全ての分野で意欲あふれる学年となった。
新入試の実施に漕ぎつけるまでには新入試制度設計
をしたK先生を始め，学校全体で大変な苦労が有っ
たが，この入試改革は51回生にとっては大正解で
あった。
平成8年度の51回生担任団の活動で特記すべきこ
とは,N学年主任の強い要望を受けて，同学年担任
の数学科O教諭と私が，1年間をかけてオーストラ
リア（シドニー）をフィールドとする新たな海外現
地学習の可能性を探り，その実施計画を立てたこと
であった。何度も東京と金沢を往復しながら，文部
省やオーストラリア大使館，シドニーに進出してい
る日本企業等を訪ね，情報収集し，それをもとに国
内旅行社と協議を重ね，年度末には担任団3名が現
地シドニーで実地調査を行い，実際に現地学習計画
案を実行して，計画の可能性を実証した。
このような51回生担任団の強引とも言える動きの
背景には，英語科教諭である51回生N学年主任が，
「平成8年度で北京現地学習も5年目。生徒の健康
上の安全管理に不安が残る現北京現地学習は見直さ
れるべきだ。本来，本校の海外現地学習の最終目的
地はロンドン。これからの国際化の時代に是非とも
必要とされるのは英語コミュニケーション能力。少
なくとも現地学習のフィールドを英語圏に変えなけ
ればならない｡」と強く主張し，当時の管理職がその
要望を受け入れ，英語圏に目的地を変更することに
ゴーサインを出したことがあった。附属高校はチャ
レンジャーが好きだ。チャレンジするものを否定し
ない。
この変更については北京現地学習が回数を重ねて
完成度を増してきていたこと，また当時の北京が日
本人にとって全くの異文化で，生徒に与える影響が
大きかったことも有り，「どうして大切に育ててき
た北京現地学習を変える必要があるのか」と校内で
も相当強い反発が出た。
しかし，平成10年にシドニー現地学習を実施した
時には，北陸地域は勿論のこと，全国国立大附属高
等学校でもオーストラリアで学年全員が学習活動す
る行事などの実施例はどこにも無く,51回生生徒・
保護者から爆発的な支持を得て，以後の本校生徒募
集にも多大な好影響を及ぼすことになった。
平成9年度51回生がスタートした時は，附属高校
でも「普通の学級朝礼」が行われるようになってい
た。普通の学級朝礼が本校で実施されるようになっ
た直接のきっかけは48回生学年団K学年主任が，
「生徒の生活を正し雰囲気を引き締めるために学級
朝礼を実施する必要がある」と強く主張したためだ。
創立以来初めての「普通の朝礼」実施を，学年経営
のカンフル剤としたいというK学年主任の思いが
あった。管理職もその要求を認めて，以後全学年で
朝礼が実施されるようになる。（本校で「学級終礼」
が行われるようになったのはその約20年後から。あ
る学年団が自主的に始め，他の学年団もそれに追随
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態になっている現在に附属高校では，そのままの形
で保持することは不可能である。絶対に変えてはい
けない教育思想と，絶対に変えなければいけない問
題とを冷静に話し合い，合意していく必要がある。
私的体験に基づく回生担任制度の変遷
(3)60回生
平成18年度入学生(60回生）の学年主任を拝命し
たのは平成17年度の前半だった。同時に，本校勤続
6年目の数学科教諭と着任早々の交流英語科教員
(教職経験10年程度）とで学年団を組むことになる。
60回生学年主任当時,最も印象に残っている出来
事は,l．2年次を通じての大規模なキャリヤ教育計
画の作成とその実施に関わる記憶（詳しくは金大附
属高校「高校教育研究」59･60号掲載）である。次
に記憶に鮮明なのは，昭和60年代から本校が長く懸
案として来た校舎新築に係る記憶である｡
45回生担任時代，機会が有るごとに当時の1学年
主任から聞かされていた「附属高校には副校長（管
理職）が4人いる」という言葉。4人とは副校長と
3人の学年主任のこと。つまり「各回生のことは各
回生学年主任が決める｡」という校風。「各回生学年
主任が各回生の入学から卒業までの指導計画を練り
上げ，強いリーダーシップを発揮してそれを実行に
移していく。管理職は学年主任の意向を尊重して支
援する。教員全体も学年主任の計画実施に協力す
る」という暗黙のルールが有ることを，本校で勤務
し続ける中で，私は確かに感じていた。
私が附属高校で二度目の回生担任を務めた51回生
N学年主任は，それまで何年にもわたり実施を重ね
てきた北京現地学習をシドニー現地学習に変更する
ことを構想し，校内に相当多くの批判が有ったにも
関わらず，最終的に管理職がその変更を認めたこと
もその一例である。各回生学年主任の意志を可能な
限り尊重し，その挑戦を認めていく考え方は，その
程度は薄れてきているものの本校の伝統的校風とし
て，今でも受け継がれている。
60回生学年主任を拝命した私が，当時抱いていた
危機感（後に「教育研究体制の変遷」で詳述する）
に基づき，最初に取り組んだことは3年間を通じた
60回生指導計画づくり。初めての経験だったが，60
回生責任者として，学校の現状を分析し，今為すべ
きことは何かを考え続ける毎日。そこで考えついた
のが,l年次開始から2年次l学期末までに，ロン
グホームや1.2年次に実施する現地学習などを利
用して，生徒を校外に連れ出し，生徒の希望に応じ
て小グループ単位で大学研究室体験や職場体験等を
実施する企画だった。高校1年次から自己の進路を
実体験に基づき探求するキャリア教育を行うことで，
生徒の大学進学や職業選択への理解・関心を高める。
その活動を挺子に校内での日々の学習意欲を高め，
生徒の進路選択の可能性を広げようとの狙いだった。
この構想は平成17年度中に当時のK副校長にも相
談し，了承を得た上，60回生担任団にもその決意を
伝え，その実現に向けて協力を依頼した。
しかし，経験不足と準備不足が重なり60回生学年
主任であった私の動きは遅すぎた。60回生のキャリ
ア教育指導計画を早期に策定できず，校内で全容を
公表することも，了承を取りつけること出来ないま
ま60回生の入学を迎えてしまう事態に陥った。
51回生N学年主任が，北京現地学習をシドニー現
地学習に変更した時は，早期に新現地学習計画案を
策定し,51回生入学前年度中に管理職の了解を取り，
現地学習検討委員会の審議，職員会議の審議を経て，
全教員の了承を取り付けていた。
60回生指導計画策定が大幅に遅れてしまった理由
は，私が構想したキャリヤ教育計画が多岐にわたり，
大規模過ぎたためだった。全体の計画を策定するた
めには金沢大学，京都大学，東京大学等大学関係者，
霞が関を始めとする複数の公的機関関係者，各業種
にわたる企業関係者など多数の人々と連絡を取り，
協力を取り付けねばならず，膨大な対外交渉の時間
が必要となった。そのため計画案策定が遅れに遅れ
てしまい，60回生入学時にも学年団としての正式な
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屋のように荒れ果てた旧工学部校舎で，不慣れな仮
住まいを強いられた。特に教員間では，平成18年度
旧工学部校舎移転時に3年時を過ごすことになる58
回生への悪影響が危ぶまれていた。
しかし，58回生担任団3名は当時全て40代の男性
教諭。大学独立法人化に伴う県教委との人事交流協
定で赴任して問もない地歴科交流教諭1名が本校創
立以来初めて学年担任団に加わった記念すべき担任
団。英語科担当のA学年主任も意欲にあふれていた。
私の目から見て58回生担任団の学年運営にはこれま
でこの学校に無かったユニークさが有った。特に担
任団が頻繁に発行する「学年通信」には驚いた。本
校ではそれまで学年通信を発行し，生徒や保護者に
配布する習慣が全く無かった。また，何よりも昼食
時間などを利用した担任団の頻繁な情報交換。豊富
なコミュニケーションの結果としての担任団のチー
ムワークの良さにこれまでの附属高校の学年団のス
タイルとは異質なものを強く感じていた。
大学進学に非常に重要な意味を持つ3年時を廃屋
のような旧工学部校舎で過ごさなければならなかっ
た58回生が，近十年では最高の大学進学成績を残し
たことは，後続する60回生学年主任としては大きな
驚きだった。増改築工事が完了し，非常に快適に
なった平和町校舎に戻ってから既に10年になるが，
以後58回生の大学進学成績に迫る回生が出現してい
ない事実をどう考えるか。本校にとって非常に大き
な問題であると思う。
平和町の快適な新校舎の教科別研究室に帰還して
からも，複数の教員たちの口から旧工学部校舎の大
職員室で，全教員が一緒に暮らした経験を楽しい思
い出として聞くことがある。‘
常勤教諭が20数名しかいない本校で，教科別に9
か所（平成17年までの旧校舎では10か所）にも分れ
て過ごす研究室体制では，日ごろの教員間のコミュ
ニケーションを迅速に取ることも，豊かに充実させ
てていくことも極めて困難。年齢構成バランスが崩
れ，教員文化の継承が危ぶまれている現在の学校現
場で最も必要とされている教員間のチームカ向上に
取り組むには，本校がこれまで誇りとしてきた教科
別研究室体制が極めて不利な条件となっている。
60回生担任団には県教委と結んだ交流協定に基づ
く英語科交流教員が1名含まれていた。交流教員が
学年担任に起用されたのは本校では3人目。公立高
校とは相当異なる附属高校の中で，教科においても
学年担任団においても周囲から「阿畔の呼吸」「以心
伝心」を要求された交流教員の苦労は大変なもので
あったと思う。が，当時の私には交流教員の本校の
校風に対する違和感・苦悩・孤独への想像力が余り
に希薄。学年担任問でのコミュニケーションを頻繁
に取って，相互理解をはかる必要性に極めて鈍感
だった。以前と変わらず，「互いにそれ相当の経験
者。分っているだろう」との思い込みで3年間を過
ごしてしまったのではなかったか？今ではそのこと
を深く反省している。6年を最長とする交流教員が
学年担任に起用されるようになってからは，生徒が
卒業してからも担任が定年退職まで学校に残り，長
く卒業生と交流を続けていくという創立以来の伝統
も曲がり角に来ている。
また,60回生の現役における進学状況については，
東京大学への進学者減少を食い止められず，地元公
立進学校と肩を並べる程度に終わった。東京大学進
学者に代わって地元国立大医学部，その他国公立大
医学部への進学者が増加，北陸地域は勿論，全国的
にも医学部進学で目立った合格者を出した。特に平
成21年度から多くの国立大学医学部で実施された地
域推薦枠による定員増加が，本校生徒の医学部進学
者数増加に拍車をかけた。地域における医師不足を
理由とする国立大学医学部の地域推薦枠増加が60回
生以後の本校生徒の医学部志望者・進学者増加の誘
因となったことは間違いない。
明らかに過去2回（45回生･51回生）の担任時代
とは違ってきた生徒・保護者の大学進学に対する考
え方に衝撃を受け続けた3年間だった。総合的な
キャリア教育で生徒の視野を広げ，多様な進路を取
－14－
る卒業生を出すことを目指したはずだったが，結果
的には，その目標には遠く及ばず，卒業生は特定の
進路に偏り，集中する度合いをより一層増した。
どうすれば以前のように卒業生が多様な分野に自
己の進路を見出すようになるのか，60回生を卒業さ
せてから暫くは，私自身どうすれば良いのか、どう
すればよかったのかが分からなくなった。
不登校生徒，学校不適応を起こす生徒はこの60回
生学年主任時代も3年間を通じて相当数に上り，そ
の対応に苦慮した。「あくまで困難を抱える生徒の
立場に立って，卒業まで生徒を支え続ける」という
学年主任としての姿勢は不動。しかし，その姿勢が，
困難を抱える生徒のサポートをクラス担任や保健教
諭だけに集中させてしまいがちで，特にクラス担任
を追い詰めてしまうという問題をずっと抱えていた。
その問題を緩和し，困難を抱える生徒への適切な対
応を少しでも容易にすることを目的に，金大附属
高校では平成16年度より「教育相談」制度が構想さ
れ，平成17年度より正式にスタートした。常に不登
校生徒や学校不適応生徒への対応に苦慮してきた本
校で，外部から心理学専門家の援助を受ける体制の
構築が，公立学校より相当遅れたことは，深刻な問
題だった。やっと「大学の臨床心理専門家を定期的
に招き，生徒のカウンセリングやクラス担任・保健
教諭・保護者などが集まって困難をかかえる生徒へ
の対応を話し合う検討会が開催できるようになった。
60回生は「教育相談」制度が正式に立ち上がって2
年目の入学生。前2回の回生担任と同様，60回生で
も不登校，学校不適応に悩む生徒が何人も現れたが，
「教育相談」体制の確立により，心理学専門家の助
言を定期的に受けることが出来るようになり，生徒
の指導，保護者への対応，全職員への状況説明など
にクラス担任が以前より安心と自信をもっと臨むこ
とが出来るようになった。45回生,51回生,60回生
の9年間のクラス担任時代に，自分のクラスから中
途退学した生徒は1名。私が勤続した四半世紀の間，
金大附属高校は中途退学者を殆ど出していない。こ
の事実は本校としては誇るべき事だと思う。しかし，
この事実は非常に重い。これについては色々な見方，
考え方が校内には有り，その事実の背後には常に最
も厳しい教員集団の議論の積み重ねが有った。何は
ともあれ，附属高校教員生活最終盤を迎えた私には，
四半世紀にわたり，殆ど中途退学者を出さずに暮ら
せたと言うことが何より嬉しく思うことの一つであ
る。
「高校教育研究」についての私見
次に，年表風スケッチ「2，8，20」を利用して金
大附属高校「高校教育研究史」の私的要約をしてみ
たい。
平成2年赴任当時から常に先輩教員に言われ続け
たことは「本校は普通の高等学校では無い。我々は
普通の高校教員では無い」ということ。「普通の高
校」での10年間の勤務を経て，附属高校に赴任した
私は，細かな規則に基づく生徒指導に精魂をすり減
らし，部活動指導でも年中無休，教材研究の時間も
除々無く，ましてや自己の専門を深める機会などは
望むべくも無い環境から，それとは全く違う「特権
的」とも言える恵まれた教科研究，学問研究環境を
与えられ，一度は諦めていた学問が再び出来る喜び
に溢れた生活を始めた。
しかし，その喜びの反面，どうにも耐えられない
「附属高校」に対する反感に悩んでいた。この感覚
は，恐らく附属高校の外部にいる人々なら誰もが
持っている反感だろうと思う。「どうして，普通で
はないのか？」そのことばに「我々だけが…」とい
う附属高校教員の優越感を感じ，組織の内部にいな
がら組織への「鋭い違和感」を抱かざるをえなかっ
た。この最初に感じた違和感は，生徒に対しても
時々感じることが有り，以後もずっと心の中から消
えたことが無い。
しかし，長年勤めるにつれて，附属高校教員，附
属高校生徒が「我々は特別だ…」と思わざるを得な
い状況が見えてくる。金大附属高校は，国立金沢大
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学の一部として「附属学校規定」によりその存在意
義が以下のように明確に規定されている。「本校は，
教育基本法等に則り，高等普通教育を施すとともに，
これに関する研究及び実証を行い，かつ，金沢大学
学生で高等学校教員となることを志望するものに教
育実習を行わせる｣。
創立以来，通常の「普通科高等学校」としての役
割以外に「教育研究校」「教育実習校」の2つの機能
を果たすべき組織として位置づけられており，その
3つの機能を同時に果たすことによってしか存在意
義が認められない宿命を持った学校。職員は高校教
員であり，かつ高校教育研究者であり，かつ高校教
員を目指す大学生の指導者であることを同時に求め
られる。学校の機能に合わせて，教科別研究室（旧
教官室）体制，定期的に開催される全国的な高校教
育研究大会，毎年全校挙げて長期に取り組む大規模
な教育実習など他高等学校とは，全く異なる学校運
営体制が歴史的に整備されてきた。そのような役割
を担ってきた学校・教員・生徒には自然と備わって
きた特異な性格がある。
赴任して問もない頃の私は，生徒の生活指導，教
科指導，進路指導こそが教師の本業，教育研究，教
員養成などは「プラスαの仕事｣，「教員の仕事に集
中したい」との思いが強く，「教育研究」や「教員養
成」の重要性を説き，「附属高校教師は普通の高校教
師ではいけない，それでは存在する価値が無い」と
言う先輩教員たちの日頃のことばに強い違和感を感
じていた。
特に，金大附属高校に赴任してすぐに始まった
「国際・文化科」研究には，新鮮な驚きもあったが
どちらかと言えば違和感・負担感の方がずっと大き
かった。殆ど毎週のように開かれる会議，「国際化
が急速に進みつつある世界の中で日本が果たすべき
役割とは何か？」「これからの日本･世界で必要とさ
れる人間像とは何か？」「これからの日本の教育は
どうあるべきか？」など当時の私には雲をつかむよ
うなテーマで延々と教官会議，教科会議等が続いて
いく。そのうち，次々に新教育研究のための部署が
立ち上がり，次から次へと研究分担が割り振られて，
期限が切られていく。訳が分からない研究活動に忙
殺されて，目前の生徒指導や授業準備に集中できな
くなる中で，「こんなことが本当に必要か？こんな
ことをしていて大丈夫か？今しなければならないこ
とが他にあるのでは？」と次々に疑問が湧き，これ
では学校が壊れてしまう，生徒が犠牲になってしま
うと新人ながら憤慨したり，心配したりしたことを
鮮明に思い出す。
学校を上げて始まった教育研究活動が，やがて平
成4年度に「新教科：国際・文化科の導入を考慮し
た教育課程の検討」として文部省の研究指定を受け
ることになり，平成6年度まで研究が継続される。
世界の急速な国際化に対応できる人材の育成のため
の「教科横断型新教科」を全国に先駆けて構想し，
生徒の個性を伸ばし，学習への主体的関与を画期的
に高める，グループ研究活動，ディスカッション，
デイベート，論文作成などをふんだんに取り入れた
新教科を作る活動だった。
この金大附属高校での教育研究の取り組みが平成
12年度以後，全国の高等学校で実施されるように
なった「総合的な学習の時間」の先行研究となった
ことは本校の誇るべき教育研究業績である。
しかし，高等学校機能を果たすことと教育研究校
機能を果たすことが調和することが理想だが多くの
場合，なかなか調和するとは思えない場合が多いの
も事実ではないか。この問題は，常に附属学校教師
の抱える苦悩である。あの当時，「国際・文化科」
創設のために費やされた教員の膨大なエネルギー，
その壮大な教育実験に使用された附属学校生徒の学
習時間を考えた時，そのエネルギーや時間を生徒の
目前の目標実現のために傾注することの方が，教師
としての生徒への誠意ではないか？生徒を犠牲にし
た上での教育研究では無いのか？教育研究校教員と
普通学校教員との間で，常に葛藤し続けた時代だっ
た。
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平成4年度から6年度にかけて文部省の指定を受
けて続けられた「国際・文化科」教育研究で国立大
附属高校（教育研究校）としての国家的役割貢献
を果たした後，次の平成15年度「学力向上フロン
ティアハイスクール事業」開始までの間本校は長
らく文科省指定の研究開発校から遠ざかる。この間，
本校が徐々に直面し始めた問題が生徒の大学進学に
関する問題。以前には同地域の高等学校とは異次元
の大学進学成績を誇っていた本校に陰りが見え始め
た時代だった。何とか以前のような抜群の大学進学
成績に戻したいと，生徒の教科学力の向上に学校全
体のエネルギーが注がれた。
平成年代に入った直後にバブル経済が崩壊。以後，
経済的低迷が延々と続き，日本の国際的な地位がジ
リジリ後退。国際的地盤沈下を食い止め，これから
の日本社会を繁栄に導くためには優れた科学技術者
の養成こそが肝要と，日本政府が，平成14年度から
膨大な予算を組んで高校教育改革，スーパーサイエ
ンスハイスクール(SSH)教育研究が全国で始まっ
た。
本校では平成12･13年度には公立高校などより遥
かに早くSSHについての情報を得て，当時の管理職，
理数科教員を中心にSSHへの参加をめく、って，調
査・研究が行われた。
「高等学校及び中高一貫教育校における理科･数学
に重点を置いたカリキュラムの開発，大学や研究機
関等との効果的な連携方策についての研究を推進し，
将来有為な科学技術系人材の育成に資する」ことが
SSHの目的でこの研究目的は本校創立の起源とも言
える敗戦直前に金沢高等師範学校に設置された「特
別科学学級」の思想と全く合致するもの。正に金大
附属高校のための教育研究であることが判明した。
しかし，最終的に「この研究を遂行するには本校
は規模が小さ過ぎ，研究推進のための教員加配とい
う大学からの応援も期待できない｡」「総額数千万円
にも及ぶ研究費も使用方法に制約が多く，かえって
教員の負担になる恐れがある｡」等々の理由で，殆
どの教員から目立った反対も無く，早々に不参加を
決めてしまった。
普通科進学校としての地域的な評価の回復こそが
重要。教科学力の維持・向上こそ最優先されるべき。
教員の総意として，今は「派手な」高校教育研究よ
りも地道な高校教育こそが重要だとの心理が強く働
き，この画期的な教育研究への参加を本校は見送っ
てしまった。この決断がその後の金大附属高校に与
えた影響は決定的だった。国家的教育研究をするこ
とがその存在意義であるはずの金大附属高校が，空
前の規模で開始された理数科エリートを養成する国
家的教育研究プロジェクト(SSH)に参加しなかっ
たのだ。
目前の生徒の将来のために，学力向上，大学進学
成績保障を目指して，学校教員が堅実・地道に教科
指導に努力する。ごく普通のごく真っ当な学校運営
に努力したのがこの時代だったと思う。
高校教員として生徒のために，生真面目，誠実に
教科指導に取り組んだが，それによって明らかに生
徒の成績が上がった，進学成績が向上したなどとい
う成果が実感できず，明るい未来が見えにくい，ど
んよりとした気分に包まれた時代。
ちょうどこの時期は，迫りくる独立法人化の圧力
から学校をどう守るかにも追われていた時期。大き
な挑戦に取り組む意欲も湧き上がりにくかった。約
20年にわたる校舎新築運動で最後の産みの苦しさを
味わっていた時代でもあった。
SSH開始前後の私の意識は「何もこの難しい時期
に，新しいことに取り組む危険を冒す必要はない。
何とか難しい時期を現状維持で乗り切れば以前のよ
うな成果が出にくくなっている大学進学成績も好転
するのでは」というものだった。
しかし，平成7年度以来，国立の教育研究校とし
て本格的な教育研究から遠ざかっていた本校は，研
究校としての義務を果たし，存在意義を主張する
必要が有り，平成15年度より3年間「確かな学力の
向上を目指して一個に応じた指導とその評価の試
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み－」をテーマとして文科省の「学力向上フロン
ティアハイスクール」教育研究に参加した。
この研究のテーマは，本校が当時，最大課題と捉
えていた「教科学力の維持・向上,学習意欲の向上」
を企る研究で，日常の高校教員としての活動とも接
近している。これならば研究しやすい，無理がない
との発想が強く働いた教育研究への参加だった。こ
の3年間の教育研究では，各種アンケートを用いた
生徒・保護者の意識調査，それに基づく各教科教育
改善，教育課程の見直し，学習指針としてのシラバ
ス，進路の手引き作成，授業改善のための観点別評
価実施など様々な取り組みを行ったが，結果として，
「学習意欲・学力向上」のはっきりした成果を教
員・生徒が実感できるまでには至らなかった。
この本校の「学力向上フロンテイアハイスクール」
研究についての個人的な意見，感想を述べれば,「学
習意欲・学力向上」をテーマに，どれだけ従来の教
科教育法を磨き上げて行っても，目的とする学力向
上につながらず，ましてや学習意欲の向上などはお
ぼつかない。従来の教育法を超えた全く新しい発想
こそが今求められているのではないか？」というも
のだった。
しかし，この時（平成14年度前後),これまで国家
的先進的高校教育研究には殆ど関心を寄せたことが
無かった地元の公立進学校が，県教委の強い意向と
人員・経費などの強力な支援を背景にSSH元年（平
成14年度）に研究参加申請,SSH2年（平成15年）
に全国でまだ数十校しか採用されていなかった超先
進的理数科教育を実施するSSH高校として認可され
た。その参加の経緯は以後，県教育委員会，地元マ
スコミなどを通じて大々的に地域社会に伝えられ，
地域の中学生，保護者，中学校教員，教育産業関係
者の注目の的になっていく。時が経つにつれ特別な
最先端の理数科教育を実施する高等学校として，地
域の公立高校が理数系教科で特別な才能を持つ地域
の中学生の進学先となっていく。それまで定員充足
にも事欠いていた公立高校理数科がみるみるその存
在感を増して行った。
「SSH教育研究に参加しなくても大きな影響は出
ない。却ってそういう派手な研究をすれば校内の教
員・生徒が疲弊し，中学生や保護者から敬遠される
ことも起こるのでは」との私の浅はかな予想は見事
に外れた。地域の公立進学高校のSSHへの挑戦が，
理数教科に強い関心を抱く中学生の心を引きつけ，
地域社会の高校進学の流れに大きな変化を起してい
く。
本校教員は，この状況に対してこれまで以上に地
道に校内の教育体制を整え，基礎学力の維持・向上
に努力を重ねているのに，肝心の大学受験で思わし
い結果が出せない。かえってSSHに参加した学校が
どんどん進学成績を伸ばしてくる。この当時，地元
マスコミでは「I高校躍進！どうした金大附属
高校！」の記事が出て，校内では深刻な話題となる。
私が赴任した平成2年当時の附属高校は，石川県
はもとより北信越地区において，全く他を寄せ付け
ぬ進学校として地域社会から認識され，生徒もその
ような意識をもって入学していたのに，ふと気付く
と，毎年の東大進学者数が20人前後から10名台に漸
減し，代わってそれまで東大進学者が一桁だった地
元の公立進学校がどんどん後方から迫ってくる。全
く少し前まで想像もしていなかった事態。校内の教
科指導には目立った変化がない，むしろ以前に比較
して教科指導はより綿密さ，丁寧さを増しているの
に，進路の結果はこれまでと相当変わってきた。目
立って国公立大医学部進学希望者が増加してくる。
日本社会は経済的に長らく重苦しい閉塞感に包まれ，
明るい未来が描きにくい時代だった。本校の教師が，
生徒・保護者に東京大学・京都大学の名前を出して
も以前のような生き生きとした反応が返ってこない。
そういった大学より地元の医学部という，以前では
考えられないような内向きな姿勢が顕在化してくる。
これも時代の流れかと思う半面で，しかし，それな
らばなぜ同じ地域の公立進学校に同じ事態が目立っ
て起こらず，却って東大進学者が増えてきているの
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か？地域の公立進学高校と本校の違いは何か？私が
辿り着いた結論の一つがSSHだった。
私が平成18年度に60回生指導で学校内外の大反対
を押し切ってでも大規模なキャリア教育活動（大学
体験・職場体験）に挑戦せざるを得ないと考えた理
由は，当時SSH教育研究で理数科課題研究や国内外
の大学研究室体験などを実施して，急激に地域にお
ける評価を高め，都市部の大学への進学成績を向上
させつつあった地元公立進学高校の動きに対抗する
ためであった。
平成15年度に「学力向上フロンティアハイスクー
ル」教育研究を開始し,17年度に終了した後，本校
は平成24年度まで文科省の指定をうける高校教育研
究に参加しないという研究校としては異例の事態が
続く。
その一方で地元の公立高校は平成15年度に1校が
SSHに参加したのを皮切りに，以後更に平成16年度
1校，平成18年度1校の計3校がSSH研究校に参加
することになり現在までその3校体制が続いている。
文科省は平成14年度開始のSSH教育研究以後，大
規模な高校教育研究をほぼSSHに絞って継続．拡大
してきた。既に百校単位で全国の高等学校がSSH教
育研究に参加している状況でも，本校はこの教育研
究に参加するための人的，施設的条件を満たしてお
らず，国立大附属教育研究校としてこの研究分野で
最先端の高校教育研究を行なえる余地が無い。文科
省からは長らくSSH以後の画期的な高校教育改革研
究も提案されない。徐々に本校は身動きの取れない
状況に追い詰められていく。
私は平成21年度より総務部会計，平成22度より総
務部主任を拝命し，管理職の相談を受け，その方針
を支える立場にあった。平成21年度から平成24年度
の間，私は金大附属高校が今更SSH教育研究に参加
することに価値を認めず，積極的に参加に向けて動
かない管理職判断を支持した。が，その問に，国立
大学所属の附属学校の存在意義に関する社会的な議
論が高まり，その存在意義を疑問視する声も目立つ
てくる。文科省も危機意識を持って教育研究校，教
育実習校としての実績を国立大附属校に鋭く迫って
くる。
平成20年度の大学改組で教育学部が教育学類に再
編成される以前に既に教育学部に唯一存在していた
高校教員養成課程「高校体育教員養成課程」が廃止
されていた。その時点で本校の教育学部学生に対す
る教育実習校として必然性は無くなっていた。金沢
大学他学部学生に対する教育実習校機能は依然とし
て保持していたが，本校は本来教育学部附属学校で，
他学部学生の教育実習校としての意義を声高に主張
できる立場になかった。かつ高校教育研究機関とし
ての存在意義を強く主張できないようならば本校の
存在意義は全く希薄になってしまう。
普通科高校としても教育研究機関，教育実習機関
としても閉塞感．危機感が濃厚に漂う平成23年度末，
学校の現状を何とか打開したいと強く願うベテラン
教員からの要望を受け，当時のA副校長が，管理職
以外の全教員で学校が抱える諸問題を率直に語り合
い，全ての学校課題の洗い出しを目的とする教員研
修会の開催を認めた。
会議室で全教員が小グループに分かれてKJ法を
用いる研修会が始まると，普段は口に出せない学校
への不満や疑問が少しずつ教員の口から出始め，互
いの意見を交し合うにつれて，どんどん皆が熱く
なって，学校の過去・現在・将来について語りだし
た。久しぶりに会議室の雰囲気が明るくなり，快活
な笑い声も響く。その時の劇的な変化を私ははっき
り体感した。最初はこのような研修会を開いて，全
員が普段心に抱えている不満や疑問をぶちまけたら，
この学校はどうなるのか，今より雰囲気が暗く悲観
的になってしまっては大変だと恐れていたがその恐
れは全く杷憂だった。
研修会の最後に，各グループごとにまとめた意見
を最年少の教員たちがユーモアも交えて発表した時
には，すっかり教員同士が打ち解けた雰囲気になっ
ていた。久しぶりに心が晴れる思いがしたことを鮮
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明に記憶している。研修会後，研修会の成果物を会
議室のボードに何枚も貼り付けた。そのボードに
張った成果物をもとに，研究部が主体となって平成
24年度から金大附属高校独自の「学校改善プロジェ
クト」研究が始まった。
この「学校改善プロジェクト」研究は，校内教員
からの内発的な要求によって生まれた研究で，それ
以後の1年間は，研修会で洗い出され，研究部が整
理分類した学校の諸課題について，各教員が自己の
興味・関心に応じて小グループをつくり，その課題
解決のための計画作成，実施，評価，修正をサイク
ルとするプロジェクト研究に取り組んだ。
このプロジェクト活動が進むにつれて，これまで
重苦しい閉塞感に包まれていた教員組織に驚くべき
変化が起こってくる。交流人事教員，大学採用で教
職に就いて間も無い若手教員，ベテラン附属学校教
員が混在している組織では，以前のような「阿畔の
呼吸」「以心伝心」は望むべくも無く，互いに遠慮し
合って，本音で語りあえない状況が独立法人化以後，
徐々に深刻化していた。それが多様な教員の組み合
わせで編成した小グループに分かれ，学校の諸課題
を語り合い，その解決のための活動をする機会を通
じて，自由に意見を述べたり，気楽に話し合う雰囲
気が自然に出来上がって行った。かつてあった誰も
が自由に学校のことを話し合う雰囲気が学校の中で
急速に復活してきた。実際にこのプロジェクトに参
加し，劇的な効果に衝撃を受けた私は，これからの
金大附属高校の職員組織の在り方はこれしかないと
確信を持った。多様な教員が混在しても，互いが自
由に意見を述べ，立場の違いに囚われず，話し合え
る組織作りこそ全ての課題解決の基礎だと思った。
こういった実感を持つに至ったのは本校勤続以来初
めてだった。学校をよくするために今の学校で一番
大切なことは，教員問のコミュニケーションを促進
すること，それを阻害する要素を最小限にすること
が出来れば，どれだけ行き詰まり危機に臨んでいる
ように見えても，最後には何とかできると信じられ
るようになった。平成24年度には「学校改善プロ
ジェクト」をテーマとする教育研究大会を開催し，
参加した多くの教育関係者からもこれからの学校経
営の一つのモデルになるとの評価を受けた。平成24
年度中に翌年度の副校長任命の内示を受けた私の心
境は正直、非常に重苦しいものであったが，学校改
善プロジェクトをテーマとする教育研究大会の成功
を契機に徐々に心の中に光が差し込み，勇気が湧き
あがってきた。
教員問のコミュニケーション活動の活発化，意思
疎通の向上を通じて，学校改善を継続していけば，
必ず「道は有る」との確信を持つようになった。
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